授産事業の変遷と京都内職友の会　一高度成長期の福祉政策を中心に by 高野 剛
I 課題設定























































高騰で生活難に陥っている者に対して、 1919年 6 月に京都市職業紹介所を開設したのに伴
い裁縫などの仕事を紹介するようになったのが、その始まりである。当初は裁縫などの仕























いため定かではないが、京都市総務局統計課編(1950) によると、 1950年 5 月末の時点で
京都市が開設していた授産施設は、京都市中央授産場、九条分場、東山分場、東福寺分場
の 4 ヵ所となっている。授産施設での作業実態について見てみると、授産場内の作業員は、
「洋裁J が93人、「和裁j が 5 人、「手工」が27人の合計125人となっている。そのうち男
性は 6 人であり、 6 人とも「洋裁」をしている。授産場別では、「中央」が76人、「九条j
が44人、「東山J が 0 人、「東福寺j が 5 人となっている。また、場外授産も実施されてお
り、「中央」が249人、「九条j が29人、「東山J が 18人、「東福寺」が91人の合計387人とな










ども大いに関係している。例えば、廃止となる直前の1964年 4 月 1 日時点では、授産場内
の作業員は144人いたが、そのうち生活保護の被保護者は 5 人しかいない状況になってい
た同)。
(1)京都市社会課編(1933) の 4 頁。
(副作業員は20歳前後の未婚者が多かった。また、当時は授産場内での収容授産しかなく、授産場外での自
宅授産はなかった。





内職友の会とは、もともと地域授産事業団体のことであり、 1953年 8 月に京都市中央授
産場が場外授産を地域授産事業として実施したのが、その始まりである (5)。その後、 1956
年 8 月には、京都市地域授産事業助成規則を制定し、内職友の会に補助金や貸付金の支給






受けた内職友の会は、 20団体となっている。そのうち、 1957年 4 月から 12月までの延べ人
数で実働会員数は、 1 万6129人となっている。実働会員を属性別に見てみると、「被保護
者J が876人、「母子世帯」が1762人、「身体障害者」が216人、 f老人」が590人、「その他」




都市中央授産場編(1958) が、 1957年 12月に内職友の会の会員2600人を対象に調査票を配
布して実施した調査(回収数732人)を参照して見ると、会員の世帯主の職業では、「会社
員」が24%、「公務員」が 12.6% となっている。性別や年齢では、「女性」が99%であり、
125歳 ~44歳」が55% となっている。世帯主との続柄では、「世帯主本人J が 10%、「世帯




~ 友内の会職数 実会員働数 実圃 会昌数の内訳属性別 技能別|被保護者母子家庭身体障害者老 人 その也和 裁ミシン 毛糸編物手 芸のり付け その他
1965 22 16.491 118 682 158 1. 475 14.058 4.391 2.231 1. 227 4.304 797 3.541 
1966 
1967 手E 22 13.794 70 398 143 1. 714 11. 469 4.982 1. 368 198 4.377 293 2.576 
1968 22 12.962 82 293 119 1. 931 10.537 5.135 1. 444 104 3.283 236 2.760 
1969 20 11. 842 81 158 85 2.090 9.428 4.971 1. 484 54 2.342 237 2.754 
1970 201 11. 405 60 177 65 2.018 9.085 5.022 1. 403 1. 967 353 2.660 
1971 20 11. 120 40 235 51 2.054 8.740 4.893 1. 287 2.118 417 2.405 
1972年度 19 10.902 45 194 47 2.054 8.562 4.915 1. 042 2.342 388 2.215 
1973年度 19 11. 007 39 224 78 2.123 8.543 4.786 1. 054 2.440 550 2.177 
1974年度 19 10.743 31 220 82 1. 963 8.447 4.769 1. 155 1. 954 901 1. 964 
1975年麿 18 9.731 47 147 44 1. 805 7.688 4.531 1. 017 2.035 658 1. 490 






































品名 単価 晶名 単価 品名 単価
干T方通け 4.500-7 , 000 縫ぐるみ 70-80 スイッチ 0.25-1.25 
掛下 4, 500-7 , 000 ー蓋金蓋青主萱前苗星茎帯袋隼萱帯 14-25 フベノレ紐付 0.70-1 留袖 3, 000-5 , 000 150 ナフタリン箱詰 150 中振 2, 200-6 , 000 90-75 式章 29-30 
訪問着 2.200-4.300 0.65 お守 1. 20-8 
-一袷2五き1ムもLーの 2, 200-3 , 500 念珠袋 30 箱 0.25 1. 600 人形ふとん 34 帯〆 45 
2, 000-3, 0_00 掛ふとん 40 封筒中味入 1-4 
絞り 11 7, 000 ウワッノミリ 250 免許証入 3 
袷アンサンプノレ 700-5.800 袋縫 10-60 ワンピ ススリップまとめ 9-60 
はおり 1, 600-3 , 500 ワッベン 4.30-5 王色垂 ( 5 組) 350 
袷コト 2.500-3.500 お守袋 4-5.50 パフソノレ糸抜 15-100 
雨 11 2, 300 カシミヤショ ル 2, 500-3, 500 レス補修 2 
袷じばん 600-2.300 ♂ミノレPくット 11 900-2.300 レス抜 0.30-0.35 
単 11 150-2.000 カデガンふち編 50-170 のれん 40 
帯 11 100-450 カ デガン衿付 90 傘リボン通し 90-180 
はんてん 300-400 モチ フ茶羽織 8, 70Q-l!, 700 伊達〆 4.50-5.50 
産着 2.500 11 コト 3.500 筆耕 1. 50 
四ツ身(袷) 400-1. 500 パフソノレリボンクロス 90-180 裏地文庫付 8-15 
仮縫 100-230 スモックかがり 75 じばんたたみ 5-45 
エバ 100-250 ジャケット地(機械編) 800-1. 000 レス糸抜( 1 反) 1, 200-6 , 000 
じばんまとめ 50-90 カデー(機械編) 仕上げなし ハガキ広告折 0.40-0.50 260-350 
ゆかた 150 人形 2-85 ピズ玉通し 10 
出所 京都市内職補導センター編『事業概要昭和46年度~ 1972年、 10頁。
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表 3 技術講習会の開催数
~ 和裁 手芸 毛糸機械編 その他 メE弘3、量ロt回数参加人数 回数参加人数 回数参加人数 回数参加人数 回数参加人数
1965年度 123 1, 040 117 2, 123 28 250 268 3, 413 
1966年度 113 933 138 2, 044 14 61 265 5, 038 
1967年度 279 3, 087 150 1, 423 2 33 431 4, 543 
1968年度 415 4, 284 233 1, 298 54 204 702 5, 786 
1969年度 450 4, 584 280 1, 027 730 5, 611 
1970年度 529 5, 154 286 724 815 5, 878 
1971年度 548 4, 748 263 494 15 15 826 5, 257 
1972年度 576 7, 046 282 685 15 23 873 7, 754 
1973年度 695 6, 596 262 732 957 7, 328 
1974年度 679 7, 161 215 410 894 7, 571 




















9 時から午後 4 時45分(土曜日は正午)までとなっていた。また、工賃の支払い方法は、












~ 被保護者 その他 il弘、 圭ロt母子世帯身体障害者老 人その他 計 母子世帯 身体障害者 老人 その他 言十
1959年度 6 。 l 4 11 7 2 3 22 34 45 
1960年度 1 。 1 3 8 2 3 42 55 58 
1961年度 1 。 l 。 2 6 2 3 36 47 49 
1962年度 。 。 。 7 3 3 27 40 41 
1963年度 。 。 。 7 。 2 20 29 30 
1964年度 l 。 。 。 4 。 2 14 20 21 
1965年度 1 。 。 。 l 4 。 2 13 19 20 
1966年度 1 。 。 。 1 3 。 。 8 11 12 
1967年度 。 。 。 。 。 2 。 。 7 9 9 
注: 1) 人数は各年度の 3 月 31 日現在。
注: 2) 1969年 3 月に、授産事業は廃止となっている。
出所京都府立授産内職補導所編『事業報告書』各年度版、より作成。
ここで、授産施設の作業員数がどれくらいいたのかについて、表4 を見てみよう。表 4 によ
ると、 1959年度の作業員数は45人であったが、 1960年度の58人をピークに年々減少しており、
1967年度には 9 人となっている。そのうち、「被保護者」は1959年度に 11人であったが、 1962



































設立数について見てみると、 1959年度に「京都市内」で15団体・「その他」で 9 団体であ
ったが、 1967年度には「京都市内」で23団体・「その他」で18団体と増加している。しか











































であったことが分かる。次に、 1 日の就労時間と 1 カ月あたりの就労日数について見てみ
tt9秋閏久 (2006) を参照。
ttQ無署名 (1968) を参照。
白骨京都府内職指導所編(1971) の 4 頁を参照。
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内職友の会数 実働会 実働会員数の内訳属性別 技能別¥ 京都市内 その他 員数 被保護者母子家庭身体瞳害者老人その他和裁 ミシン毛舟編物手芸のり付けその他
1959年度 15 91 5, 353 238 467 47 415 4, 186 1, 260 803 488 936 491 1, 375 
1960年度 14 111 5, 639 245 445 58 368 4, 523 1, 763 864 521 577 739 1, 175 
1961年度 15 131 5, 939 126 498 94 541 4, 680 2, 078 905 262 1, 282 547 865 
1962年度 15 111 4, 138 75 243 44 316 3, 460 1, 411 469 274 831 290 864 
1963年度 20 161 30, 255 705 1, 537 308 2, 943 24, 762 8, 788 2, 156 1, 860 10, 769 1, 640 5, 042 
1964年度 21 171 26, 996 517 1, 139 298 2, 849 22, 193 7, 629 1, 661 2, 091 8, 987 1, 010 5, 618 
1965年度 21 171 28, 819 438 1, 004 278 3, 445 23, 654 7, 412 1, 735 3, 185 10, 093 935 5, 459 
1966年度 21 171 33, 234 374 1, 038 325 4, 634 26, 863 8, 099 1, 499 6, 239 12, 101 819 4, 477 
1967年度 23 181 29, 580 352 893 378 4, 979 22 , 978 8, 020 1, 329 4, 508 11 , 491 666 3, 566 
1968年度 23 181 26 , 509 322 732 340 4, 699 20, 416 8, 221 1, 206 2, 235 10, 878 555 3, 414 
1969年度 9 151 25, 829 206 660 378 4, 919 19, 666 8, 480 1, 291 2, 100 9, 355 762 3, 841 
1970年度 9 15 
1971年度 9 15 
1972年度 9 141 25, 608 
1973年度 9 131 24, 874 166 594 325 6, 530 17 , 259 9, 155 893 489 7, 794 1, 212 5, 331 
1974年度 9 131 24, 387 158 463 324 6, 498 16, 944 9, 346 1, 355 331 6, 752 1, 446 5, 157 
1975年度 9 131 24, 469 265 461 292 7, 386 16, 065 9, 511 1, 424 670 6, 527 800 5, 537 
昔前十警暴露里議員全審議品。(告ふi絞扇爾露議官能江駒市会事自制:は不明。
表 6 1 人あたりの内職工賃収入(月額)
(円)-和 裁 ミシン 毛糸編物 手 . のり付け その他;z:;ζ 1963年度 4, 385 3, 355 1, 896 1, 830 1964年度 5, 236 4, 788 2, 549 1, 830 
1965年度 5, 794 5, 298 2, 655 2, 752 
1966年度 6, 538 5, 843 3, 049 2, 803 
1967年度 7, 542 5, 743 3, 083 3, 252 
1968年度 9, 061 7, 400 3, 690 3, 306 




1973年度 20 , 045 23 , 766 7, 938 5, 275 
1974年度 23 , 830 19 , 208 7, 901 5, 317 
1975年度 23 , 099 20 , 935 5, 139 6, 538 
出所:京都府立授産内職補導所編 (1960""1968) 
京都府内職指導所編 (1969 ， 1970 ・ 1974) より作成。
岡高度成長期の家内労働者の実態については、高野剛 (2004) を参照。
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2, 281 2, 753 
1, 916 2, 541 
2, 087 2, 645 
1, 925 3, 176 
3, 285 3, 532 
4, 197 4, 259 
3, 357 5, 102 
7, 568 7, 245 
10, 220 6, 900 


















































































西村総通他 r (座談会)家内労働・パートタイマーの現状と問題点J W季刊労働と経済』第18号、
1968年 9 月。
野村かつ子「内職の現状と問題点J W協同組合経営研究月報』第177号、 1968年 6 月。
一一「内職J (大羽綾子・氏原正治郎編『現代婦人問題講座 2 ・婦人労働』亜紀書房、 1969年)。
三塚武男「京都における『内職』労働の実態J W季刊労働と経済』第四号、 1968年 9 月。
無署名 r (資料)京都府亀岡内職友の会の活動経験J W旬刊賃金と社会保障』第452号、 1968年 3
月。
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